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筑波大学構内アカマツ林のシラカシ林への急速な遷移：松枯れを含む 37年間の変化 
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【背景・目的】 
日本の温帯で薪炭林・里山林として利用されるマツ類・ナラ類

を中心とした陽樹林は、下層伐採の管理を中止すると陰樹林へと

遷移していく。この過程の中の陽樹林の後期段階でアカマツが枯

死する松枯れが発生しやすく、陰樹林への遷移を早めると考えら

れている³。アカマツ林は関東地域の典型的な先駆林であるため、

下層伐採中止後の松枯れを伴う森林動態は、地域の二次遷移過程

の理解にも役立つと考えられる。しかし、松枯れの状況を短期間

観察した例はあるが、長期観測によって松枯れから陰樹林への遷

移過程を明らかにした例は少ない。本研究では、関東地方で典型

的な人工アカマツ純林の管理放棄後の遷移を先行研究のデータを

含めることで 37 年間追跡し、陽樹林の二次遷移にともなう樹木
群集の動態を明らかにすることを目的とした。 

 
【方法】 
調査地は筑波大学アイソトープセンター脇のアカマツ林である。

北緯36.064469度、東経140.0544.85度、標高25 mに位置する。
ここはかつてアカマツ純林として人工的に管理されていたが、

1980年に下層伐採が中止され、それ以降は人為的な管理は加わら
ずに森林は自然状態での変化に晒されている。2009 ~ 2022年の
計11年間には8 ～ 15 aの面積で胸高周囲15 cm以上の樹木個
体を対象に樹種・胸高周囲・生死を測定する毎木調査が行われ、

私は 2019・2022年の野外調査を行うとともに期間全体のデータ
解析を行った。また、1985・1992・1999・2001年には同センタ
ーの前身施設の敷地内で4 ~ 9 aの面積で森林調査が行われて、樹
高 5 m以上あるいは胸高周囲 15 cm以上の全種またはアカマツ
のみを対象にした毎木調査が行われている¹²⁴⁵。これらのデータ

も解析に加えて時系列による森林群集の変化を調べた。 
 
【結果・考察】 

1985年には樹木全種が調査されたが樹高 5 m以上の個体はア
カマツ1種のみであった²。そのアカマツの総個体数のうち、40%
が 1992年までに死亡し¹、2017年にはこの林内のアカマツ個体
が全て死亡した（図1）。一方で2001年頃からシラカシ・ヒサカ
キの進入が顕著になり、陰樹であるシラカシの胸高断面積が急速

に増えた（図1）。 
Shanon–Winerの種多様度は、1985 ~ 2013年の期間に急速に
増え、その後ゆるやかに減った（図2）。アカマツ純林に様々な樹
木種が進入することで多様度が上がり、さらにシラカシ優占状態

に移行することによって多様度が低下したと考えられる。このよ

うなアカマツからシラカシへの優占種の移行はこの地域の自然の

二次遷移による典型的なパターンの1つである²。 
胸高周囲90 cm以上の大木を含む、観察されたアカマツ全
個体が、周囲のシラカシ個体が同程度のサイズに到達するよ

りもはるかに早く枯死している。このことから アカマツが死
亡した理由は、下層成長による光環境の悪化だけでなく、マ

ツノマダラカミキリによる「松枯れ」も主要因の1つたと考

えられる。松枯れの影響を考慮しない2003年の単純予測と
比べても 4、アカマツが完全枯死した時期は早かった。この

ように1985 ~ 2017年において、下層伐採中止による光環境
の悪化と松枯れによりアカマツが完全消失し、すみやかに陰

樹林へ遷移したと考えられる。藤原ら 3と同様に、成熟した

アカマツ林での松枯れは陰樹林への遷移を促進すると結論づ

けられた。 

 
図 1：高木全種の胸高断面積合計の経年変化。胸高断面積を合計
し、1 aあたりの平均を求めた。1985 ~ 2017年にかけてアカマツ
は急速に減り、2001年から2022年にかけてシラカシは増えてい
る。*生存個体のみ、♰アカマツのみ対象。 

 
図2：全種を調査した年におけるShanon–Winerの種多様度は
アカマツ死亡に伴い急速に増え、その後ゆるやかに減った。 
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